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木
簡
と
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
文
字
の
あ
る
木
製
品
の
総

称
で
あ
る
。
都
城
や
城
柵
か
ら
多
数
出
土
し
て
古
代
史
研
究
の
重
要
な

(
1
)
 

史
料
と
な
っ
た
。
中
世
の
木
簡
も
早
く
か
ら
研
究
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

各
地
で
開
発
に
伴
う
大
規
模
な
発
掘
が
行
わ
れ
て
多
数
出
土
し
た
。
そ

の
総
括
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

東
北
六
県
で
は
‘
―
二
世
紀
代
の
平
泉
を
始
め
と
し
て
中
世
の
集
落

や
城
館
、
寺
院
、
そ
し
て
織
豊
期
城
郭
に
至
る
ま
で
こ
れ
ま
で
に
七
〇

か
所
近
く
の
遣
跡
か
ら
様
々
な
中
世
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
隣
接

す
る
新
潟
県
は
中
世
木
簡
出
土
迫
跡
の
数
が
全
国
の
府
県
の
中
で
―
二

を
争
う
ほ
ど
多
い
県
で
（
た
だ
し
越
後
地
域
に
限
ら
れ
る
）
、
東
北
地

方
と
は
内
容
的
に
も
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
関
東
地
方
は
、

は
じ
め
に

鎌
倉
の
所
在
す
る
神
奈
川
県
を
除
け
ば
、
土
壌
的
な
関
係
も
あ
っ
て
か

概
し
て
出
土
迫
跡
が
少
な
く
、
内
容
的
に
も
乏
し
い
。
奥
羽
両
国
の
こ

の
地
域
を
ひ
と
つ
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
有
意
義
と
考
え

る。
東
北
地
方
の
古
代
末
期
か
ら
中
世
の
木
飾
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
主

(
2
)
 

と
し
て
三
上
喜
孝
氏
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
ま
た
一
部
の
平
泉
出
土
木

簡
に
対
す
る
諸
家
の
言
及
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
た
だ
出
土
木
箭

の
全
体
像
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
ど
の
よ
う
な
木

簡
が
東
北
地
方
の
中
世
の
遺
跡
か
ら
出
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
集
約

し
、
次
に
平
泉
出
土
木
簡
に
代
表
さ
れ
る
―
二
世
紀
代
の
木
簡
を
始
め

に
検
討
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
木
簡
を
中
世
前
期
と
後
期
に
二
分
し
て

歴
史
的
な
様
相
に
つ
い
て
論
じ
る
。
調
査
の
方
法
は
主
と
し
て
『
木
簡

研
究
」
の
各
年
次
の
報
告
記
事
に
よ
り
、
そ
の
他
各
調
査
機
関
の
概
報
・

東
北
地
方
出
土
中
世
木
簡
の
様
相

佐

藤

圭
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①
福
島
県

太
平
洋
沿
岸
部
、
郡
山
盆
地
周
辺
、
会
津
盆
地
、
そ
し
て
県
北
部
の

川
俣
町
の
各
遺
跡
か
ら
中
世
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
ず
い
わ
き

市
の
荒
田
目
条
里
制
迪
構
•
砂
畑
迫
跡
で
は
笹
塔
婆
な
ど
の
木
簡
が
出

土
し
た
（
「
木
前
研
究
」
第
二
四
号
）
。
隣
接
す
る
荒
田
目
条
里
遺
跡
で

も
河
川
跡
か
ら
古
代
か
ら
―
一
世
紀
代
の
木
飾
が
出
土
し
た
（
「
木
簡

研
究
」
第
一
七
号
）
。
南
相
馬
市
の
泉
平
舘
跡
で
は
笹
塔
婆
が
出
土
し

た
（
「
木
簡
研
究
」
第
一
九
号
）
。
須
賀
川
市
の
南
古
館
遣
跡
で
も
呪
符

や
笹
塔
婆
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
一

0
号
）
。
郡
山
市
の
荒
井

猫
田
遺
跡
は
大
規
模
発
掘
調
査
に
よ
り
鎌
倉
時
代
の
町
と
室
町
時
代
の

館
と
も
う
―
つ
の
町
が
姿
を
現
し
、
一
五
世
紀
こ
ろ
の
呪
符
や
笹
塔
婆

な
ど
九
二
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
j

第
二
二
号
、
二
三
号
、

二
六
号
）
。
ま
た
郡
山
市
西
部
に
あ
る
安
子
島
城
跡
で
も
柿
経
が
出
土

し
た
（
『
木
簡
研
究
j

第
一
六
号
）
。
南
A
迫
跡
で
は
居
館
の
堀
か
ら
呪

符
と
笹
塔
婆
約
百
枚
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
』
第
一
六
号
）
。
河
股

1

東
北
地
方
の
中
世
木
簡
出
土
概
況

報
告
書
な
ど
に
よ
る
。
実
見
で
き
た
木
簡
は
展
示
室
等
で
展
示
・
公
開

さ
れ
て
い
る
保
存
処
理
済
の
も
の
に
限
ら
れ
（
一
部
水
槽
内
展
示
の
木

簡
も
あ
っ
た
）
、
そ
の
他
は
基
本
的
に
既
発
表
の
写
真
、
図
版
、
観
察

表
等
に
依
拠
し
て
い
る
。

城
跡
で
は
武
家
屋
敷
の
池
か
ら
木
札
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」

第
二
六
号
）
。
会
津
地
方
で
は
喜
多
方
市
の
御
前
消
水
遣
跡
で
笹
塔
婆

等
が
発
見
さ
れ
た
（
「
木
飾
研
究
」
第
七
号
）
。

②
宮
城
県

宮
城
県
の
中
世
木
飾
出
土
遺
跡
は
県
中
央
部
の
多
賀
城
市
、
仙
台
市
、

松
島
町
に
集
中
し
、
県
北
部
の
鳴
瀬
川
沿
い
に
二
か
所
、
県
南
部
の
丸

森
町
に
一
か
所
所
在
す
る
。
多
賀
城
跡
南
隣
の
市
川
橋
遺
跡
、
そ
の
南

西
の
大
日
南
遣
跡
お
よ
び
そ
の
西
方
の
新
田
遣
跡
（
以
上
多
賀
城
市
）
、

仙
台
市
東
北
部
の
洞
ノ
ロ
遣
跡
の
四
迫
跡
は
、
東
西
四
km
南
北
ニ

km
の

範
囲
に
集
中
し
て
い
る
。
市
川
橋
迫
跡
で
は
多
賀
城
南
門
か
ら
南
に
延

び
る
南
北
大
路
の
上
層
か
ら
笹
塔
婆
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」

第
ニ
―
号
）
。
大
日
南
遣
跡
で
は
土
坑
や
区
画
溝
か
ら
呪
符
、
笹
塔
婆

な
ど
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
一
八
、
二
ニ
号
）
。
新
田
迫
跡
寿

福
寺
地
区
で
は
中
世
の
屋
敷
群
の
良
好
な
迫
構
を
検
出
し
、
笹
塔
婆
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
二
号
）
。
洞
ノ
ロ
遺
跡
は
、

大
規
模
な
中
世
の
館
跡
で
板
塔
婆
や
笹
塔
婆
、
柿
経
、
呪
符
な
ど
が
出

土
し
た
（
『
木
飾
研
究
」
第
三

0
号
）
。
仙
台
市
の
東
北
部
に
位
置
す
る

中
野
高
柳
迫
跡
で
は
、
墨
書
の
あ
る
付
札
や
木
箱
が
出
土
し
た
（
「
木

簡
研
究
」
第
二
三
号
、
二
四
号
）
。
同
市
東
南
部
に
あ
る
今
泉
城
の
堀

跡
か
ら
呪
符
三
点
と
木
札
一
点
が
出
土
し
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
三
号
）
、

ま
た
同
市
南
部
の
富
沢
迫
跡
で
は
付
札
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」

第
一
四
号
）
。
松
島
町
の
瑞
巌
寺
境
内
迫
跡
で
は
池
跡
か
ら
墨
書
の
あ
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る
笹
塔
婆
多
数
、
そ
の
他
卒
塔
婆
、
位
牌
、
闘
茶
札
な
ど
が
出
土
し
た

（
「
木
簡
研
究
」
第
一
五
号
）
。

こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
北
二

0
k
m
ほ
ど
に
位
置
す
る
大
崎
市
の
舟
場
迫

跡
と
美
里
町
の
一
本
柳
迫
跡
で
は
付
札
や
呪
符
が
出
土
し
た
（
「
木
簡

研
究
j

第
二

0
、
ニ
―
号
）
。
最
後
に
県
南
部
の
丸
森
町
の
大
古
町
遺
跡

で
は
完
形
の
法
度
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
五
号
）
。

③
岩
手
県

岩
手
県
内
の
中
世
木
簡
出
土
遺
跡
は
、
県
の
中
央
部
を
南
流
す
る
北

上
川
沿
い
に
分
布
し
、
南
は
平
泉
町
、
北
は
盛
岡
市
ま
で
見
ら
れ
る
。

早
く
か
ら
大
規
模
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
小
規
模
な
調
査
が
継
続

さ
れ
て
い
る
平
泉
町
内
の
八
つ
の
追
跡
の
―
二
世
紀
後
半
や
一
三
世
紀

の
遣
構
か
ら
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
奥
州
市
大
日
前
遣
跡
は
北
上

川
の
東
岸
に
位
置
し
、
ー
ニ
世
紀
代
の
溝
か
ら
木
簡
一
点
が
出
土
し

(
3
)
 
た
。
紫
波
町
の
比
爪
館
遺
跡
で
は
井
戸
か
ら
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
の
木

札
一
点
が
出
土
し
た
（
『
木
簡
研
究
」
第
七
号
）
。
そ
の
他
奥
州
市
の
中

畑
城
跡
、
仙
人
西
遺
跡
、
盛
岡
市
の
向
中
野
館
遣
跡
な
ど
で
笹
塔
婆
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
六
号
、
二
四
号
、
二
八
号
）
。

北
上
川
河
岸
の
柳
之
御
所
跡
は
奥
州
藤
原
氏
の
拠
点
「
平
泉
館
」
と

み
ら
れ
る
遺
跡
で
、
緊
急
調
査
に
よ
り
大
面
租
の
発
掘
が
短
期
間
で
な

さ
れ
、
そ
の
後
も
確
認
調
査
が
続
け
ら
れ
た
。
平
泉
町
の
中
心
市
街

地
南
部
に
位
置
す
る
志
羅
山
遣
跡
は
地
道
な
調
査
が
積
み
重
ね
ら
れ
、

―
二
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
一
四
世
紀
に
至
る
各
種
遺
構
か
ら
多
様
な
木
簡

が
出
土
し
、
こ
の
時
期
の
都
市
・
集
落
の
状
況
を
う
か
が
う
重
要
な
資

料
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
志
羅
山
遺
跡
の
北
に
隣
接
す
る
花
立
II
遺
跡
で

も
墨
書
木
札
等
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
七
号
、
一
七
号
）
。

奥
州
藤
原
氏
の
寺
院
で
創
建
時
か
ら
境
内
地
が
存
続
す
る
中
尊
寺
と

毛
越
寺
も
発
掘
調
査
が
続
け
ら
れ
、
池
や
庭
園
、
そ
の
他
の
現
状
変
更

調
査
で
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
平
泉
町
内
出
土
の
木
簡
は
、
全
国

的
に
も
例
の
少
な
い
―
二
世
紀
代
の
良
好
な
資
料
を
含
み
、
古
代
か
ら

中
世
に
至
る
木
簡
の
様
相
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

④
青
森
県

南
か
ら
八
戸
南
部
氏
の
居
城
根
城
跡
（
八
戸
市
）
、
中
世
城
館
大
光

寺
新
城
跡
迫
跡
（
平
川
市
）
、
北
畠
氏
の
居
城
浪
岡
城
跡
（
青
森
市
）
、

中
世
集
落
石
江
遺
跡
群
（
青
森
市
）
、
津
軽
安
藤
氏
の
拠
点
十
三
湊
遺

跡
（
五
所
川
原
市
）
で
中
世
の
木
箭
が
出
土
し
て
い
る
。
東
北
新
幹
線

新
青
森
駅
周
辺
に
所
在
す
る
石
江
遣
跡
群
は
高
間
（
一
）
遺
跡
、
高
間

（
六
）
迫
跡
、
新
城
平
岡
（
四
）
迎
跡
、
新
田
(
-
)
追
跡
な
ど
か
ら

な
り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
遺
跡
の
詳
細
が
知
ら
れ
、
開
発
に
よ
り
消

滅
し
た
。
一
方
、
根
城
跡
と
浪
岡
城
跡
は
保
存
整
備
を
前
提
と
し
て
調

査
さ
れ
、
現
在
は
広
大
な
史
跡
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
十
三
湊
遺
跡
で

は
消
息
木
簡
一
点
が
出
土
し
、
ま
た
別
に
闘
茶
札
も
み
ら
れ
る
。
以
上

の
追
跡
は
青
森
県
内
に
分
散
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
支
配
や
交

通
の
重
要
拠
点
だ
っ
た
。

⑤
山
形
県
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山
形
県
内
の
中
世
木
簡
出
土
遺
跡
は
、
庄
内
平
野
と
米
沢
盆
地
・
山

形
盆
地
に
二
分
さ
れ
る
。
出
土
追
跡
数
は
庄
内
平
野
が
圧
倒
的
に
多
く
、

し
か
も
古
代
の
国
府
跡
と
み
ら
れ
る
城
輪
柵
跡
の
周
辺
に
多
く
所
在
す

る
。
城
輪
柵
跡
か
ら
は
平
安
時
代
後
期
の
将
棋
の
駒
が
出
土
し
て
い
る
。

城
輪
柵
跡
周
辺
に
所
在
す
る
堂
の
前
遣
跡
で
は
平
安
時
代
の
溝
か
ら
呪

符
が
出
土
し
（
「
木
簡
研
究
」
創
刊
号
）
、
明
成
寺
逍
跡
で
は
柿
経
が
出

土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
四
号
）
。
安
田
遺
跡
で
も
柿
経
が
出
土
し
て

い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
四
号
）
。
同
じ
く
城
輪
柵
跡
か
ら
南
方
四
km
の

手
蔵
田
一
〇
遣
跡
で
は
、
一
六
世
紀
の
陶
磁
器
と
共
に
木
簡
一
点
が
出

土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
七
号
、
以
上
酒
田
市
）
。
北
隣
の
遊
佐
町

で
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
大
楯
迫
跡
の
主
要
遣
構
が
検
出
さ
れ
、

多
様
な
木
簡
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
』
第
一

0
号
、
一
九
号
）
。
そ

の
北
西
一
―
-km
ほ
ど
に
位
置
す
る
上
高
田
遺
跡
で
は
呪
符
や
笹
塔
婆
が
出

土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
二

0
号）。

庄
内
平
野
南
部
に
位
置
す
る
鶴
岡
市
の
後
田
遣
跡
（
月
記
迫
跡
）

で
は
呪
符
や
笹
塔
婆
な
ど
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
一
九
号
、

ニ
ー
号
）
。
そ
の
他
庄
内
平
野
の
織
豊
期
城
郭
で
は
酒
田
市
の
亀
ヶ
崎

城
跡
と
鶴
岡
市
の
鶴
ヶ
岡
城
跡
が
発
掘
さ
れ
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
た

（
「
木
簡
研
究
j

第
三
一
、
二
八
号
）
。

次
に
米
沢
盆
地
で
は
大
南
遺
跡
の
大
規
模
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
、
多

く
の
宗
教
遣
物
、
木
簡
が
出
土
し
た
（
「
木
飾
研
究
」
第
四
0
号
）
。
延

徳
寺
迫
跡
で
は
小
面
積
の
調
査
で
中
世
の
井
戸
や
障
子
堀
か
ら
木
簡
が

出
土
し
た
（
『
木
筒
研
究
」
第
三
六
号
）
。
そ
の
東
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
所
在
す
る
荒
川
2
遺
跡
で
は
溝
か
ら
「
小
国

□口
」
と
記
さ
れ
た
付

(
4
)
 

札
が
出
土
し
た
（
以
上
米
沢
市
）
。
南
陽
市
の
天
王
遺
跡
で
は
中
世
の

溝
か
ら
柿
経
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
二
号
）
。

山
形
盆
地
で
は
山
形
市
の
服
部
逍
跡
が
発
掘
さ
れ
、
中
世
の
井
戸
か

ら
笹
塔
婆
が
出
土
し
た
（
「
木
飾
研
究
」
第
三

0
号
）
。
東
根
市
の
小
田

島
城
跡
で
は
現
在
の
龍
興
寺
沼
の
西
岸
お
よ
ぴ
北
岸
か
ら
一
四
世
紀
後

半
か
ら
一
五
世
紀
初
頭
の
遺
物
と
共
に
呪
符
、
笹
塔
婆
、
「
ち
か
な
り
」

と
記
し
た
付
札
、
墨
書
曲
物
な
ど
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第

ニ
八
号
）
。

⑥
秋
田
県

秋
田
県
の
中
世
木
簡
出
土
迫
跡
は
、
山
形
県
と
同
様
に
沿
海
部
と
内

陸
部
に
二
分
し
て
い
る
。
県
北
部
で
は
未
だ
中
世
木
簡
の
出
土
を
み
ず
、

ま
た
古
代
の
城
柵
で
あ
る
秋
田
城
跡
の
近
隣
で
も
ほ
と
ん
ど
中
世
木
簡

の
出
土
が
み
ら
れ
な
い
。
沿
海
部
を
南
か
ら
述
べ
る
と
、
ま
ず
に
か
ほ

市
の
家
ノ
浦
遺
跡
は
古
代
に
属
す
る
包
含
層
か
ら
「
中
将
」
と
記
し
た

札
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
四
号
）
。
由
利
本
荘
市
の

岩
倉
館
跡
は
日
本
海
か
ら
五
km
の
地
に
構
え
ら
れ
た
山
城
で
、
郭
内
の

井
戸
か
ら
卒
塔
婆
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
j

第
三
0
号
）
。
そ
の
南

五
0
0
m
に
位
置
す
る
新
谷
地
遣
跡
で
も
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木

簡
研
究
」
第
二
六
号
）
。
本
荘
城
は
近
世
城
郭
だ
が
、
発
掘
の
結
果
中

世
の
井
戸
か
ら
文
字
の
あ
る
板
一
点
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
』
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第
三
二
号
）
。
そ
の
他
少
し
内
陸
に
な
る
が
助
の
渕
追
跡
で
も
木
札
一

点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
j

第
三
三
号
）
。

次
に
旧
八
郎
潟
湖
岸
の
三
遺
跡
か
ら
中
世
の
木
簡
が
出
土
し
て
い

る
。
ま
ず
井
川
町
の
洲
崎
迪
跡
で
は
各
種
追
構
か
ら
木
簡
が
出
土
し
、

特
に
人
魚
供
蓑
札
と
名
付
け
ら
れ
た
一
点
は
有
名
で
あ
る
（
『
木
簡
研

究
」
第
ニ
―
号
、
二
ニ
号
）
。
五
城
目
町
の
北
遺
跡
と
一
一
一
種
町
の
盤
若

台
迫
跡
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
秋
田
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
敷
地
部
分
が

発
掘
さ
れ
、
い
ず
れ
も
中
世
の
井
戸
か
ら
前
者
は
呪
符
、
後
者
は
片
仮

名
書
き
い
ろ
は
歌
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
四
号
）
。

な
お
最
近
潟
上
市
の
手
の
上
遺
跡
で
中
世
の
護
岸
施
設
が
検
出
さ
れ
、

習
書
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。

船
越
水
道
の
近
く
、
男
鹿
半
島
の
付
け
根
に
安
東
氏
の
居
城
脇
本
城

跡
が
あ
る
。
そ
の
西
南
部
お
念
堂
地
区
で
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
、
包
含

層
か
ら
多
数
の
卒
塔
婆
や
笹
塔
婆
な
ど
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」

第
二
七
号
、
二
八
号
）
。
ま
た
脇
本
城
か
ら
東
北
約
―

km
の
小
谷
地
遺

跡
で
も
付
札
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
前
研
究
」
第
三
四
号
）
。

横
手
盆
地
で
は
観
音
寺
廃
寺
跡
で
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行
な
わ

れ
、
各
種
遺
構
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
（
『
木
簡
研
究
」
第
二
四
号
）
。

ま
た
手
取
消
水
追
跡
で
も
多
様
な
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研

究
』
第
一

0
号
）
。
そ
の
北
方
約
一

0
k
m
に
位
置
す
る
根
子
荒
田
I
辿

跡
（
美
郷
町
）
で
は
包
含
層
か
ら
付
札
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研

究
」
第
二
九
号
）
。
同
じ
く
美
郷
町
に
所
在
す
る
戦
国
期
の
本
堂
氏
の

古
代
の
木
簡
か
ら
中
世
木
簡
へ
の
転
換
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
―
一
世
紀
か
ら
―
二
世
紀
代
に
至
る
様
相
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
全
般
に
遺
跡
や
遣
物
が
少
な
く
、
東
北
地
方
で

―
一
世
紀
の
可
能
性
の
あ
る
木
簡
は
、
荒
田
目
条
里
迪
跡
の
旧
河
川
か

(
6
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ら
出
土
し
た
仏
教
関
係
の
木
簡
や
種
子
札
と
石
江
迫
跡
群
の
新
田
（
一
）

遣
跡
で
出
土
し
た
「
忌
札
見
知
可
」
と
記
さ
れ
た
物
忌
札
、
異
形
の
卒

塔
婆
状
の
木
簡
、
「
入
」
の
字
を
板
に
三
回
書
い
た
習
書
木
簡
な
ど
に

す
ぎ
な
い
（
「
木
簡
研
究
』
第
二
六
号
）
。
一
応
仏
教
・
呪
術
関
係
の
木

2
 

居
館
本
堂
城
跡
で
は
多
種
の
笹
塔
婆
が
出
土
し
た
（
『
木
簡
研
究
」
第

ニ
八
、
三
一
号
）
。
横
手
盆
地
か
ら
秋
田
平
野
に
流
れ
る
雄
物
川
の
流
域

で
は
左
岸
の
西
板
戸
遺
跡
と
右
岸
の
峰
吉
川
中
村
追
跡
で
発
掘
調
査
が

な
さ
れ
、
中
世
の
村
落
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ
も
井
戸
か
ら
曲
物
木
簡

が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
八
号
）
。

以
上
個
々
に
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
大
規
模
な
公
共
事
業
や
開
発
に

伴
う
大
面
積
の
調
査
に
よ
る
発
掘
が
主
で
あ
り
、
史
跡
整
備
や
学
術
調

査
に
よ
る
も
の
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
交
通
の
要
衝
や
河
川
の
改
修

箇
所
な
ど
に
調
査
対
象
地
が
偏
在
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
他
圃
場

整
備
な
ど
に
よ
る
面
的
な
分
布
調
査
に
よ
る
発
掘
も
あ
り
、
一
定
の
資

料
性
が
確
保
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。

―
二
世
紀
代
の
木
簡
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簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
中
世
木
簡
の
始
ま
り
と
し
て
積
極
的
に
評
価

で
き
る
要
素
は
乏
し
い
。

山
形
県
の
大
楯
迫
跡
出
土
木
簡
に
は
「
保
元
」
の
文
字
が
見
え
る
も

の
が
一
点
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
山
形
県
の
後
田
遺
跡
で
は
、
笹
塔
婆

の
一
点
に
「
バ
ン
安
仁
年
二
月
九
日
」
（
以
下
梵
字
は
片
仮
名
で
表
記
）

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
「
安
仁
」
と
い
う
年
号
が
存
在
し
な
い
な
ど
検

討
の
余
地
が
あ
り
、
ま
た
両
者
の
共
伴
遣
物
の
年
代
も
一
三
、
一
四
世

紀
に
及
ん
で
い
る
の
で
次
章
で
扱
う
こ
と
に
す
る
。
以
下
こ
こ
で
―
二

世
紀
代
の
木
簡
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ひ
と
え
に
平

泉
の
各
遺
跡
出
土
の
木
簡
が
質
批
共
に
優
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
平

泉
は
奥
州
藤
原
氏
の
拠
点
都
市
と
し
て
―
二
世
紀
代
栄
え
、
文
治
五
年

（
―
-
八
九
）
源
頼
朝
に
よ
っ
て
征
討
さ
れ
滅
亡
し
た
。
こ
の
よ
う
に

終
末
が
文
献
に
よ
っ
て
わ
か
る
遺
跡
は
考
古
学
上
有
益
と
さ
れ
る
。

ま
ず
宗
教
木
簡
と
し
て
笹
塔
婆
の
出
土
に
注
目
さ
れ
る
。
志
羅
山

迫
跡
第
六
六
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
―
二
世
紀
中
ご
ろ
に
造
成
さ
れ
、

―
二
世
紀
末
ま
で
に
廃
絶
し
た
一
号
池
か
ら
「
南
元
大
吉
祥
天
女
」
な

ど
の
尊
号
を
記
し
た
笹
塔
婆
三
七
点
が
一
括
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」

第
二

0
号
、
二
ニ
号
）
。
笹
塔
婆
と
は
小
さ
な
卒
塔
婆
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
考
古
学
上
も
し
く
は
文
献
上
明
確
な
定
義
付
け
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
任
意
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
元
興
寺
極
楽
坊
の

資
料
を
整
理
し
た
時
の
定
義
に
よ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
笹
塔
婆
と
は
、

真
言
・
陀
羅
尼
・
種
子
・
名
号
・
偶
文
・
尊
号
・
宝
号
な
ど
を
簿
い
木

(
7
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製
の
塔
婆
に
何
本
も
書
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
笹
塔
婆
が
一
＿
＿
世

紀
代
の
平
泉
で
盛
行
し
た
こ
と
が
柳
之
御
所
跡
や
毛
越
寺
、
志
羅
山

追
跡
な
ど
の
調
査
例
か
ら
実
証
さ
れ
た
（
「
木
簡
研
究
j

第
二
五
号
、

二
七
号
、
二
八
号
）
。
こ
れ
ら
の
笹
塔
婆
は
、
上
部
が
圭
頭
で
小
さ
な

刻
み
二
対
が
あ
り
、
下
部
が
尖
っ
て
お
り
、
片
面
に
の
み
種
子
や
導
号

な
ど
を
記
す
。
尊
号
は
出
土
地
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
が
、
異
な
っ
た

尊
号
の
笹
塔
婆
が
同
じ
場
所
で
出
土
し
て
お
り
、
多
面
的
な
信
仰
形
態

が
う
か
が
え
る
。

中
尊
寺
大
池
跡
か
ら
は
板
塔
婆
が
出
土
し
た
。
大
池
造
成
の
盛
土
中

か
ら
出
土
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
―
二
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
形
態
上
卒
塔
婆
に
類
似
す
る
だ
け
で
、
片
面
に
の
み
記
さ
れ
た
墨
書

は
「
そ

□ほ
ら
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
」
と
釈
読
さ
れ
る
が
、
文
意
が
取
れ
ず
、

建
立
の
趣
旨
や
性
格
は
詳
ら
か
で
な
い
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
五
号
）
。

ー
ニ
世
紀
代
の
呪
符
は
柳
之
御
所
跡
第
二
八
次
調
査
の
井
戸
か
ら
二

点
、
第
四
一
次
調
査
の
井
戸
状
遺
構
か
ら
一
点
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
他
―
二
世
紀
代
の
仏
教
関
係
の
木
簡
を
出
土
し
た
東
北
地
方
の

迫
跡
と
し
て
荒
田
目
条
里
制
遺
構
•
砂
畑
遺
跡
が
あ
る
。
土
坑
三
基
か

ら
笹
塔
婆
九
点
、
経
文
を
記
し
た
札
二
点
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
土

坑
は
砂
採
取
跡
の
大
型
土
坑
と
建
物
解
体
に
伴
う
廃
棄
土
坑
で
、
年
代

は
迫
構
の
重
複
関
係
や
共
伴
迫
物
か
ら
―
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
内
訳
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
（
六
字
名
号
）

四
点
、
「
キ
ャ
カ
ラ
バ
ア
」
（
五
大
種
子
）
四
点
、
「
三
世
仏
」
一
点
で
、

-6-
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経
文
の
う
ち
一
点
は
「
円
覚
経
」
の
一
部
と
さ
れ
る
（
『
木
飾
研
究
」

第
二
四
号
）
。

ま
た
秋
田
県
の
観
音
寺
廃
寺
跡
は
、
江
戸
時
代
の
紀
行
家
菅
江

真
澄
に
よ
っ
て
出
羽
定
額
寺
の
観
音
寺
に
比
定
さ
れ
、
久
安
五
年

（
―
-
四
九
）
銘
の
銅
製
経
筒
が
背
後
の
古
寺
山
か
ら
出
土
し
た
と
記

さ
れ
る
。
こ
の
古
寺
山
の
東
に
位
置
す
る
平
地
部
分
が
発
掘
さ
れ
、
古

代
か
ら
中
世
と
推
定
さ
れ
る
木
組
井
戸
か
ら
字
書
木
簡
一
点
、
柱
穴
か

ら
「
御
仏
殿
前
申
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
一
点
、
河
川
跡
に
合
流
す
る
溝

か
ら
平
仮
名
で
「
は
し
は
し
ら
」
と
記
さ
れ
た
付
札
一
点
な
ど
が
出
土

し
た
。
伴
出
陶
磁
器
か
ら
こ
れ
ら
の
遺
構
の
年
代
は
―
二
＼
一
三
世
紀

と
さ
れ
る
。
「
御
仏
殿
」
と
い
う
文
字
内
容
か
ら
、
こ
の
追
跡
の
木
簡

出
土
地
が
中
世
の
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
笹
塔
婆
や
経

文
な
ど
を
記
し
た
宗
教
木
簡
は
み
ら
れ
な
い
。

次
に
宗
教
木
簡
以
外
の
世
俗
的
な
木
簡
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
折
敷
や

曲
物
な
ど
を
再
利
用
し
て
墨
書
し
た
遣
物
が
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
折
敷
は
中
世
で
は
専
ら
膳
具
と
し
て
使
わ
れ
、

盃
、
椀
皿
や
箸
な
ど
の
食
器
を
載
せ
る
四
角
な
台
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

日
常
的
な
使
用
の
ほ
か
、
俄
式
・
宴
会
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
た
。
白
木

が
主
で
漆
塗
り
の
も
の
は
少
な
い
。
縁
を
取
り
外
す
と
完
全
な
平
面
に

(
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な
り
、
格
好
の
墨
書
材
料
と
な
っ
た
。
曲
物
は
大
小
あ
ら
ゆ
る
容
器
と

し
て
多
用
さ
れ
、
底
板
と
蓋
板
は
平
面
だ
が
普
通
円
形
、
楕
円
形
な
ど

外
形
は
曲
線
的
で
あ
る
。
側
板
は
取
り
外
し
て
延
ば
す
と
平
面
に
す
る

こ
と
も
で
き
る
が
、
内
側
の
曲
げ
る
箇
所
に
は
切
り
込
み
の
線
が
多
数

入
れ
ら
れ
て
お
り
墨
書
に
は
適
さ
な
い
。
な
お
多
数
に
分
割
さ
れ
た
側

板
を
組
み
合
わ
せ
て
縮
で
締
め
た
結
桶
は
中
世
後
期
か
ら
普
及
す
る
。

柳
之
御
所
跡
で
は
第
二
八
次
調
査
の
二
つ
の
井
戸
か
ら
文
字
を
記
し

た
ほ
ぽ
完
形
の
折
敷
四
点
（
有
名
な
「
人
々
給
絹
日
記
」
を
含
む
）
が

出
土
し
、
そ
の
他
寝
殿
造
風
の
建
物
を
描
い
た
文
字
の
な
い
折
敷
一
点

が
出
土
し
た
。
年
輪
年
代
測
定
の
結
果
か
ら
こ
れ
ら
の
折
敷
の
制
作
年

代
が
―
二
世
紀
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
墨
書
の
時
期
も
廃
絶
の
時
期

ま
で
に
限
定
さ
れ
る
。
第
五

0
次
調
査
で
は
―
二
世
紀
後
半
の
井
戸
状

遺
構
か
ら
折
敷
墨
書
一
点
、
曲
物
底
板
墨
書
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

同
一
遺
構
か
ら
墨
書
遺
物
と
し
て
折
敷
と
曲
物
が
出
土
し
て
い
る
点
に

注
目
さ
れ
る
。
内
容
は
前
者
が
平
仮
名
連
綿
体
の
和
歌
、
後
者
は
片
仮

名
四
文
字
が
釈
読
さ
れ
る
計
八
文
字
程
度
の
墨
書
で
あ
る
（
「
木
簡
研

究
」
第
二
二
号
）
。

堀
外
部
地
区
の
第
五
一
1

一
次
調
査
で
は
木
組
井
戸
か
ら
折
敷
墨
書
一

点
、
笹
塔
婆
二
点
、
木
針
に
墨
書
し
た
も
の
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
折
敷
墨
書
は
釈
読
さ
れ
て
い
る
（
「
木
筒
研
究
』
第
二
七
号
）
。

□目
＼
桶
五
、
＼
鉢
五
、
＼
杓
二
、
＼
尺
三
、

門
田
桶
五
、
体
五
、
杓
―
―
‘
尺
師
―
―
―
‘

口
目
桶
五
、
体
五
、
杓
二
、
尺
師
三
、

桶
、
鉢
、
杓
（
柄
杓
）
、
杓
子
の
数
最
を
列
記
し
た
も
の
で
、
最
初

の
一
行
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
右
肩
に
合
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
木
簡
は
そ
う
し
た
物
品
受
け
渡
し
の
点
検
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
列
挙
さ
れ
た
品
目
は
い
ず
れ
も
日
常
的
な
食
器
、

も
し
く
は
水
廻
り
の
道
具
で
あ
り
、
記
録
の
た
め
に
こ
う
し
た
木
簡
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
。
第
三
一
次
調
査
で
は

ト
イ
レ
状
土
坑
か
ら
折
敷
墨
書
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第

ニ
八
号
）
。
第
七

0
次
調
査
で
は
同
じ
く
ト
イ
レ
状
土
坑
か
ら
「
こ
の

ち
め
う

□う
の
ロ
ロ
ロ
こ
め
」
と
墨
書
さ
れ
た
折
敷
を
再
加
工
し
て
群

木
と
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
j

三
五
号
）
。
そ
の
他

志
羅
山
遣
跡
で
も
第
八
0
次
調
査
で
「
―
二
三
四
」
と
墨
書
さ
れ
た
折

敷
片
が
出
土
し
た
（
「
木
飾
研
究
」
第
二
二
号
）
。

こ
れ
ら
の
墨
書
折
敷
は
長
辺
二
六
•
五
＼
一

1二

c
m、
厚
さ
二
＼
六

m
m

で
、
完
形
の
も
の
は
長
方
形
で
あ
る
。
一
方
、
折
敷
の
一
部
を
割
っ
て

用
い
た
短
辺
（
幅
）
は
柳
之
御
所
跡
第
五
0
次
、
五
三
次
、
三
一
次
の

も
の
い
ず
れ
も
六
・
六

cm
で
、
志
羅
山
逍
跡
第
八
0
次
の
も
の
は
五
・
七

cm
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
値
は
近
似
し
て
お
り
、
使
い
や
す
い
幅
に
割
っ

て
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

曲
物
桶
の
墨
書
に
つ
い
て
は
‘
―
二
世
紀
代
の
畿
内
で
は
紀
年
銘
の

曲
物
桶
が
井
戸
側
に
使
わ
れ
て
出
土
し
て
い
る
が
、
東
北
地
方
で
は
全

く
み
ら
れ
な
い
。
―
一
世
紀
代
の
新
田
(
-
)
遣
跡
か
ら
出
土
し
た
曲

物
側
板
に
は
「
笠
蓑
竿
口
」
の
文
字
が
あ
り
、
こ
れ
は
楕
円
形
の
曲
物

容
器
と
し
て
器
体
が
残
っ
て
お
り
、
現
に
曲
物
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の

に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
九
号
）
。
前
述
の
柳
之

御
所
跡
第
五

0
次
調
査
出
土
の
曲
物
底
板
は
既
に
曲
物
か
ら
取
り
外
さ

れ
て
墨
書
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
木
簡
に
転
用

さ
れ
た
曲
物
底
板
が
、
秋
田
県
の
峰
吉
川
中
村
遣
跡
か
ら
も
出
土
し
て

い
る
。
木
組
井
戸
か
ら
出
土
し
た
共
伴
板
材
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

値
は
一

0
四
o---
1

―
五
二
年
と
さ
れ
、
こ
の
墨
書
曲
物
底
板
も
一
―

世
紀
末
か
ら
―
二
世
紀
代
の
可
能
性
が
強
い
。
内
容
は
八
行
程
度
の
片

仮
名
書
き
で
最
後
の
三
行
は
行
頭
が
下
げ
ら
れ
る
。
う
ち
ニ
ー
文
字
ほ

ど
が
釈
読
さ
れ
て
い
る
が
、
文
意
が
取
れ
ず
解
釈
で
き
な
い
（
「
木
簡

研
究
』
第
三
八
号
）
。
た
だ
こ
う
し
た
片
仮
名
書
き
の
文
章
が
こ
の
時

期
の
集
落
遣
跡
で
曲
物
底
板
と
い
う
日
常
用
具
に
記
さ
れ
て
い
た
点
が

重
要
で
あ
る
。
宮
城
県
の
中
野
高
柳
遣
跡
で
は
湿
地
跡
か
ら
―
二
世
紀

前
半
の
か
わ
ら
け
と
共
に
、
木
釘
が
残
存
す
る
板
に
「
壱
武
口
／
町
三

段
／
ロ
ロ
ロ
」
（
／
は
改
行
を
示
す
）
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
た

（
『
木
簡
研
究
」
第
二
四
号
）
。
組
み
合
わ
せ
式
の
箱
物
で
桝
の
よ
う
な

も
の
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
用
具
に
墨
書
が
み
ら
れ
る
早
い
例

で
あ
る
。

次
に
付
札
は
、
柳
之
御
所
跡
第
四
九
次
調
査
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た

表
裏
に
「
口
之

□□
四
口
／
九
月
日
納
了
」
と
記
さ
れ
る
付
札
木
簡
の

他
に
（
「
木
筒
研
究
j

第
ニ
―
号
）
、
志
羅
山
遣
跡
第
ニ
一
次
調
査
で

―
二
世
紀
後
半
に
廃
棄
さ
れ
た
二
号
井
戸
か
ら
「
今
犬
殿
」
と
記
さ
れ

た
付
札
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
一
八
号
）
。
後
者
は

刻
み
の
上
が
損
侮
し
て
お
り
、
実
際
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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ま
た
柳
之
御
所
第
三
一
次
調
査
出
土
の
付
札
（
未
釈
読
）
も
全
体
に
損

僻
し
て
お
り
、
刻
み
部
分
か
ら
割
れ
て
い
る
（
「
木
筒
研
究
」
第
二
八
号
）
。

こ
う
し
た
損
偽
状
況
は
笹
塔
婆
な
ど
の
刻
み
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
紐
を
か
ら
げ
て
物
品
に
付
け
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
柳
之
御
所
追
跡
第
六
九
次
調
査
で
は
―
二
世
紀
代
の
溝

か
ら
「
タ
ラ
ウ
タ
ユ
ニ
丈
」
と
記
さ
れ
た
短
冊
状
の
札
が
出
土
し
た
（
「
木

簡
研
究
』
第
三
五
号
）
。
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
現
存
長
一
三
•
五

em
幅
二

・-cm
と
い
う
小
さ
さ
か
ら
み
て
普
請
で
は
な
く
作
事
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
溝
か
ら
題
簸
が
一
点
出
土
し
て
お
り
（
未
釈
読
）
、
そ
の
他
に

も
第
七
五
次
調
査
で
は
―
二
世
紀
後
半
の
内
側
の
堀
か
ら
表
裏
に
「
馬

／
日
記
」
と
記
さ
れ
た
題
錢
軸
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
七
号
）
。

こ
う
し
た
題
鍛
軸
の
出
土
は
古
代
木
簡
で
は
か
な
り
あ
る
が
、
中
世
で

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
ほ
ぼ
全
文
が
釈
読
さ
れ
た
木
簡
と
し
て
志
羅
山
遣
跡
第
八

0
次

調
査
で
―
二
世
紀
の
道
路
側
溝
か
ら
出
土
し
た
縦
二
七
・
三

cm
横
五
・
一

em
の
短
冊
状
の
木
札
を
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
（
『
木
簡
研
究
j

第

二
二
号
）
。
「
ト
ヤ
カ
サ
キ
ノ
ニ
ョ
ウ
ホ
ウ
キ
ャ
ウ
ノ
イ
シ
ヲ
ケ
チ
ェ
ン

ニ
モ
タ
セ
タ
マ
フ
ヘ
シ
、
イ
ッ
カ
ノ
ヒ
ヨ
リ
、
シ
ウ
ハ
チ
ニ
チ
ニ
ウ
ッ

マ
シ
タ
マ
フ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
、
下
端
部
に
は
一
対
の
穿
孔
が
あ
り
、

杭
に
結
い
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
五
日
・
十
八
日
と
い
っ
た
日

に
ち
ま
で
が
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
如
法
経
石
埋
納
の

結
縁
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
五
日
か
ら
十
八
日
ま
で
十
四
日
間
に
わ

た
っ
て
埋
納
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
札
に
日
付
が
無
い
の
は
、
そ
れ

が
当
月
に
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
恐
ら
く
当
月
四
日
以
前
に
、
道
路

の
辻
で
不
特
定
多
数
の
人
々
に
口
頭
で
奉
加
を
求
め
、
か
つ
掲
示
し
た

告
知
札
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
平
泉
の
街
頭
で
の
呼
び
か
け
の
様
子
を
示

す
稀
有
の
史
料
と
い
え
る
。

そ
の
他
志
羅
山
遺
跡
第
二
八
次
調
査
で
は
―
二
世
紀
後
半
に
廃
棄
さ

れ
た
井
戸
か
ら
い
ろ
は
歌
の
一
部
「
ら
む
う
ゐ
の
お
く
」
を
記
し
た
上

部
と
下
部
に
や
や
大
き
な
穿
孔
の
あ
る
板
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡

研
究
』
第
一
七
号
）
。
大
き
さ
は
長
さ
八
・
四

em
幅
三
・
三

em
で
ち
ょ
う

ど
現
代
の
単
語
カ
ー
ド
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
。
こ
の
板
に
記
載
さ

れ
て
い
る
部
分
は
、
い
ろ
は
歌
を
七
字
ず
つ
区
切
っ
た
第
三
番
目
に
当

た
り
、
単
語
カ
ー
ド
の
よ
う
に
し
て
い
ろ
は
歌
を
記
憶
し
た
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。
当
時
の
文
字
学
習
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。

最
後
に
将
棋
の
駒
の
出
土
に
注
目
さ
れ
る
。
酒
田
市
の
城
輪
神
社
近

く
か
ら
一
九
七
九
年
に
「
兵
」
と
記
さ
れ
た
駒
一
点
が
出
土
し
平
安
後

期
の
も
の
と
い
わ
れ
る
。
平
泉
で
は
柳
之
御
所
跡
第
二
八
次
調
査
の
園

池
か
ら
歩
兵
一
点
（
「
木
簡
研
究
』
第
一
三
号
）
、
七
八
次
調
査
の
堀
か

ら
歩
兵
一
点
（
「
木
簡
研
究
j

第
四
0
号
）
、
志
羅
山
遺
跡
第
八
八
次
調

査
で
飛
龍
一
点
が
出
土
し
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
五
号
）
、
中
尊
寺
境
内

金
剛
院
か
ら
は
歩
兵
、
香
車
、
桂
馬
、
金
将
、
銀
将
な
ど
―
二
点
と
「
歩

兵
歩
兵
」
と
記
し
た
習
書
一
点
が
出
土
し
て
お
り
（
「
木
簡
研
究
j

第
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一
七
号
）
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
―
二
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
平
泉
の
各
迫
跡
の
何
か
所
か
で
将
棋
の
駒
が
出
土
し
て
い
る
こ

と
は
、
当
時
の
館
や
寺
院
で
将
棋
が
か
な
り
愛
好
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

以
上
―
二
世
紀
代
の
東
北
地
方
出
土
木
簡
に
つ
い
て
平
泉
の
各
遣
跡

を
中
心
と
し
て
や
や
詳
し
く
述
べ
た
。
笹
塔
婆
の
出
現
や
折
敷
・
曲
物

な
ど
の
転
用
、
将
棋
の
駒
な
ど
中
世
木
簡
の
特
徴
的
な
要
素
の
内
い
く

つ
か
が
―
二
世
紀
代
に
既
に
現
れ
て
お
り
、
一
方
、
古
代
の
律
令
制
に

基
づ
く
国
郡
司
や
城
柵
関
係
の
木
簡
、
貢
進
荷
札
な
ど
は
姿
を
消
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
を
中
世
木
簡
の
始
ま
り
と
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。一

三
・
一
四
世
紀
の
木
簡
と
遺
跡

こ
の
時
期
の
紀
年
木
簡
と
し
て
、
青
森
県
の
高
間
(
-
)
遺
跡
で
井

戸
か
ら
出
土
し
た
ほ
ぼ
同
形
同
大
の
笹
塔
婆
一
七
点
の
う
ち
一
点
に

「
ウ
ー
ン
寛
喜
三
年
―
一
月
十
七
日
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
年
代
が

鎌
倉
時
代
の
寛
喜
三
年
(
―
二
三
一
）
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
尊

号
は
多
様
で
、
内
訳
は
、
キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
六
点
、
ウ
ー
ン
（
阿

閑
如
来
）
三
点
、
バ
（
波
羅
密
菩
薩
）
二
点
、
サ
（
観
音
菩
薩
）
二
点
、

サ
ク
（
勢
至
菩
薩
）
一
点
、
カ
ー
ン
マ
ー
ン
（
不
動
明
王
）
一
点
、
ベ

イ
（
毘
沙
門
天
ま
た
は
多
聞
天
）
一
点
、
未
釈
読
一
点
で
あ
っ
た
（
「
木

簡
研
究
」
第
二
八
号
）
。

志
羅
山
遣
跡
第
六
六
次
調
査
二
号
池
や
第
九
四
次
調
査
一
号
溝
な
ど

一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
追
構
か
ら
主
と
し
て
「
バ
ン
大
日
如
来
」

と
墨
書
し
た
笹
塔
婆
が
多
数
出
土
し
た
。
中
に
は
「
バ
ン
キ
リ
ー
ク
サ

サ
ク
」
と
い
う
阿
弥
陀
三
尊
の
種
子
も
あ
り
、
阿
弥
陀
信
仰
も
同
時
に

行
な
わ
れ
て
い
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
二

0
号
、
二
九
号
）
。
宮
城
県
の

大
日
南
遣
跡
で
も
二
二
世
紀
以
降
に
属
す
る
屋
敷
区
画
溝
か
ら
笹
塔
婆

三
点
が
出
土
し
、
う
ち
二
点
は
「
バ
ン
大
日
如
来
」
、
一
点
は
「
ア
ン
」

（
普
賢
菩
薩
）
だ
っ
た
（
「
木
簡
研
究
』
第
二
二
号
）
。

ま
た
前
章
で
ふ
れ
た
「
安
仁
年
」
笹
塔
婆
を
含
む
後
田
遺
跡
旧
河
川

出
土
木
簡
の
内
訳
は
、
呪
符
一
点
、
笹
塔
婆
ニ
―
点
、
五
輪
塔
形
笹
塔

婆
一
点
で
、
笹
塔
婆
の
完
形
品
は
「
バ
ン
南
元
大
日
如
来
」
と
墨
書
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
「
バ
ン
ウ
ー
ン
キ
リ
ー
ク
」
が
一
点
、
断
片
「
元

普
賢
」
一
点
が
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
区
に
隣
接
す
る
月
記
遺
跡
（
後
に

後
田
遣
跡
と
改
称
）
で
も
こ
の
河
川
の
続
き
が
調
査
さ
れ
て
お
り
、
笹

塔
婆
三
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、
釈
読
で
き
た
の
は
「
南
無
阿
弥
口
／

阿
弥
陀
如
来
」
、
「
如
来
」
の
二
点
だ
っ
た
（
「
木
筒
研
究
」
第
ニ
―
号
）
。

以
上
こ
の
時
期
の
笹
塔
婆
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
尊
号
は
大
日
如

来
が
卓
越
し
つ
つ
あ
る
（
漢
字
の
書
体
は
楷
書
に
近
い
が
、
い
ず
れ
も

最
後
の
「
来
」
の
字
が
や
や
大
き
く
特
徴
的
に
書
か
れ
る
）
。
そ
の
次

に
多
い
の
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
高
間
（
一
）
遺
跡
の
み
各
種
の
梵

字
尊
号
の
笹
塔
婆
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
年
代
が
一
三
世
紀
前
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半
で
あ
り
、
前
代
の
―
二
世
紀
の
特
徴
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
ろ

、つ。
こ
の
時
期
の
柿
経
の
出
土
が
知
ら
れ
る
の
は
山
形
県
の
明
成
寺
迫
跡

（
阿
弥
陀
経
）
と
安
田
遣
跡
（
法
華
経
）
で
あ
る
。
ー
ニ
世
紀
後
半
を

中
心
と
す
る
平
泉
の
諸
迪
跡
で
は
柿
経
の
出
土
を
み
な
い
。
東
北
地
方

で
柿
経
の
書
写
が
盛
ん
に
な
る
の
は
中
世
後
期
で
あ
ろ
う
。
呪
符
も
少

な
く
、
後
田
遣
跡
と
秋
田
県
の
北
遣
跡
の
井
戸
出
土
の
も
の
が
知
ら
れ

る
程
度
で
あ
る
（
「
木
簡
研
究
j

第
二
四
号
）
0

．

寺
院
迫
跡
で
は
宮
城
県
の
舟
場
遺
跡
の
大
溝
か
ら
「
法
帷
院
」
と
書

か
れ
た
付
札
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
調
査
区
は
細
長
い
枝
状
の
も
の

で
あ
り
、
遣
跡
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
溝
出
土
の
陶
磁
器
と

板
碑
か
ら
年
代
は
一
四
世
紀
ま
で
と
さ
れ
る
。
こ
の
遺
跡
で
最
も
注
意

す
べ
き
点
は
調
査
地
に
現
存
す
る
「
元
亨
二
年
銘
・
結
衆
板
碑
及
び
無

紀
年
名
号
結
衆
板
碑
」
（
大
崎
市
指
定
文
化
財
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二

基
の
板
碑
は
元
亨
二
年
(
-
三
二
二
）
と
そ
の
前
後
に
一
度
に
九
十
人

近
く
の
時
衆
が
こ
の
附
近
で
別
時
念
仏
を
行
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お

(12) 

り
、
当
地
は
時
衆
道
場
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
法
帷
院
は
そ
う

し
た
時
衆
道
場
と
な
ん
ら
か
の
関
係
を
持
つ
寺
院
と
み
ら
れ
る
。

宗
教
木
簡
以
外
の
世
俗
的
木
簡
に
つ
い
て
ま
ず
出
羽
の
大
楯
遺
跡
か

ら
述
べ
る
と
、
中
世
の
遊
佐
庄
に
所
在
し
、
現
在
の
遊
佐
町
役
場
東
方

ー
・
五
km
の
所
に
中
心
部
と
み
ら
れ
る
追
構
が
検
出
さ
れ
、
現
地
に
主

要
部
が
平
面
復
元
整
備
さ
れ
て
い
る
。
礎
石
建
物
を
含
む
建
物
群
や

溝
、
柵
木
列
な
ど
多
数
の
遣
構
が
検
出
さ
れ
た
。
追
跡
か
ら
出
土
し
た

陶
磁
器
や
土
器
の
年
代
か
ら
遣
跡
の
主
体
は
一
三
世
紀
代
が
中
心
と
さ

れ
る
。
こ
の
遣
跡
の
中
心
建
物
群
を
囲
む
柵
木
列
周
辺
の
溝
か
ら
次
の

よ
う
な
木
簡
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
一

0
、
一
九
号
）
。

①
「
保
元
」
の
文
字
が
最
後
に
記
さ
れ
る
両
面
片
仮
名
書
き
の
文

書
（
断
簡
）

②
上
部
に
穿
孔
の
あ
る
「
ほ
ろ
は
」
と
墨
書
さ
れ
た
付
札

③
両
端
に
「
三
」
「
四
」
の
字
が
向
か
い
合
っ
て
記
さ
れ
る
札

④
「
客
」
の
字
を
二
つ
書
き
、
猪
・
兎
・
猿
の
絵
を
描
い
た
板

⑤
将
棋
の
駒
「
桂
馬
」

⑥
「
悲
泣
雨
」
の
墨
書
の
あ
る
札

⑦
「
は
に
」
と
い
う
字
が
二
列
読
め
る
板
片

⑧
文
字
が
釈
読
で
き
な
い
板

前
述
の
①
は
上
下
が
欠
損
し
て
お
り
、
各
行
二
三
字
程
度
し
か
釈
読

さ
れ
な
い
が
、
「
ロ
ス
シ
ャ
ウ
／
ノ
ハ
ナ
チ
／
日
ヨ
リ
ナ
／
口

□口
／

ル
イ
ワ
／
ワ
ア
サ
／
ヲ
ハ
ナ
／
ナ
又
シ
サ
／
リ
テ
／
リ
ヲ
／
ロ
ル
ヘ
／

イ
ノ
ロ
／
ナ
ム
ロ
／
ラ
ル
ヘ
ロ
／
保
元
口
」
と
記
す
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
「
保
元
」
の
字
は
改
行
さ
れ
、
本
文
よ
り
少
し
だ
け
大
き
な
字
で
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
応
年
号
の
保
元
（
―
-
五
六
＼
五
九
）
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
付
年
号
の
書
状
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
仮

定
で
あ
る
が
、
も
し
「
鼻
血
」
「
目
よ
り
」
「
口
よ
り
」
と
い
っ
た
解
釈

の
余
地
が
あ
る
と
し
た
ら
、
起
請
文
の
よ
う
な
文
書
が
想
定
さ
れ
る
。
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②
の
ほ
ろ
は
は
矢
羽
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
「
保
呂
羽
」
、
③
④
は
闘
茶

札
、
⑥
は
私
見
に
よ
れ
ば
観
無
籠
寿
経
の
始
め
の
方
に
記
さ
れ
る
章
提

希
の
話
に
関
わ
る
一
句
「
悲
泣
雨
涙
、
遥
向
仏
礼
」
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
世
俗
的
な
生
活
場
面
で
使
わ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
り
、
笹
塔
婆
・
卒
塔
婆
や
呪
符
の
よ
う
な
宗
教
木
簡
は
出
土
し
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
大
楯
遺
跡
の
中
心
部
に
お
け
る
将
棋
や
闘

茶
な
ど
の
遊
芸
、
浄
土
三
部
経
の
説
話
、
そ
し
て
遊
佐
庄
の
年
貢
の
ひ

と
つ
で
あ
る
鷲
羽
な
ど
の
存
在
な
ど
を
実
証
し
て
お
り
、
当
時
の
奥
羽

地
方
の
荘
園
在
地
支
配
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
確
か
に
伝
え
て
い
る
。

洲
崎
遺
跡
は
旧
八
郎
潟
湖
畔
に
形
成
さ
れ
た
集
落
で
、
木
組
み
井
戸

多
数
が
検
出
さ
れ
た
。
井
戸
底
の
水
溜
め
曲
物
や
井
戸
側
縦
板
な
ど
が

年
代
測
定
さ
れ
、
多
く
が
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
の
材
を

用
い
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
の
中
心
年
代
が
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀

で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
報
告
書
に
は
有
名
な
人
魚
供
養
札
を
始
め

と
し
て
、
そ
の
他
―
―
点
の
木
簡
が
図
化
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
付
札
一

(15) 

点
は
「
口
可
以
さ
ワ
」
と
釈
読
さ
れ
て
い
る
が
、
地
名
と
さ
れ
る
。
ま

た
両
面
に
「
一
斗
二
升

□口
了
／
二
百
五
十

□小
印
」
と
記
さ
れ
た
付

札
や
「
―
―
-
」
の
字
が
一
端
に
書
か
れ
て
い
る
闘
茶
札
の
特
徴
を
備
え
て

(16) 

い
る
と
指
摘
さ
れ
る
札
も
あ
る
。
上
端
部
が
圭
頭
状
に
な
っ
て
い
る
ニ

点
は
私
案
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
バ
ン
大
日
如
来
」
、
「
キ
ャ
カ
ラ
バ
ア
」
と

釈
読
さ
れ
る
。
そ
の
他
充
分
に
資
料
化
で
き
な
い
も
の
が
多
い
が
、
こ

れ
ら
の
出
土
品
は
一
三
、
一
四
世
紀
に
お
け
る
木
簡
の
使
用
の
拡
が
り

を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。
な
お
洲
崎
遣
跡
の
南
南
東
六
km
に
位
置
す

る
手
の
上
遺
跡
の
旧
河
川
か
ら
表
裏
に
多
数
の
草
書
体
の
漢
字
を
書
い

た
習
書
木
簡
一
点
、
付
札
状
木
製
品
二
点
、
卒
塔
婆
状
木
製
品
一
点
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。
同
河
川
か
ら
出
土
し
た
杭
材
・
板
材
や
陶
磁
器

の
年
代
か
ら
一
三
世
紀
ま
で
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
習
書
の
書
体
は

良
く
書
き
恨
れ
た
筆
致
で
あ
り
、
専
門
的
に
文
箪
に
携
わ
る
人
の
手
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

盤
若
台
遺
跡
は
洲
崎
遣
跡
の
北
一
三

km
に
位
置
し
、
現
在
八
郎
湖
東

部
承
水
路
か
ら
一

km
ほ
ど
内
陸
に
入
っ
て
い
る
。
二
ニ
世
紀
前
半
と
推

定
さ
れ
る
井
戸
か
ら
木
簡
三
点
が
出
土
し
、
う
ち
一
点
は
ほ
ぼ
完
形
の

折
敷
墨
書
で
六
行
に
わ
た
っ
て
片
仮
名
書
き
の
い
ろ
は
歌
全
文
と
そ
の

(17) 

途
中
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
た
。
墨
書
の
字
体
は
あ
ま
り
書
き
な
れ
た
印

象
を
受
け
ず
、
習
書
と
み
ら
れ
る
。
東
北
地
方
で
は
前
節
で
紹
介
し
た

よ
う
に
平
泉
の
志
羅
山
迫
跡
か
ら
単
語
カ
ー
ド
式
の
い
ろ
は
歌
木
簡
が

出
土
し
て
お
り
、
秋
田
県
で
は
観
音
寺
廃
寺
跡
か
ら
字
書
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
。
こ
れ
は
板
の
表
裏
に
漢
字
を
書
き
、
訓
み
を
片
仮
名
で
記

し
た
も
の
で
、
タ
ヌ
キ
、
目
メ
、
鶉
ヒ
エ
ト
リ
、
男
ヲ
ノ

□な
ど
の
訓

が
見
え
る
（
「
木
飾
研
究
」
第
二
四
号
）
。
最
近
こ
の
字
書
木
簡
が
出
土

し
た
井
戸
の
年
代
が
土
器
の
年
代
観
か
ら
―
二
世
紀
中
葉
と
推
定
さ
れ

(18) 
た
。
こ
の
よ
う
に
東
北
地
方
に
お
い
て
―
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
前
半

に
か
け
て
片
仮
名
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
が
出
土
木
簡
か
ら
裏
付
け
ら

れ
る
。
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横
手
市
の
手
取
消
水
迫
跡
で
は
、
旧
河
川
か
ら
五
点
の
中
世
木
簡
が

出
土
し
て
お
り
、
共
伴
遣
物
か
ら
一
三
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
一
四
世
紀
後

半
と
さ
れ
る
。
ま
た
別
に
将
棋
の
駒
「
桂
馬
」
も
出
土
し
、
出
土
状
況

や
他
の
迫
物
と
の
関
係
か
ら
一
三
世
紀
中
ご
ろ
の
も
の
と
さ
れ
る
。
出

土
木
簡
の
内
訳
は
呪
符
一
点
、
「
ロ
ト
チ
／
ノ
山
」
の
二
行
が
釈
読
さ

れ
る
断
片
、
釈
読
さ
れ
な
い
が
両
面
に
片
仮
名
四
ー
六
字
が
書
か
れ
る

上
部
を
欠
く
札
、
平
仮
名
数
文
字
が
釈
読
さ
れ
る
折
敷
墨
書
な
ど
で
あ

る
（
「
木
簡
研
究
」
第
一

0
号
）
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
釈
読
で
き
ず
文
意

が
充
分
に
取
れ
な
い
も
の
の
、
筆
致
は
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、
あ
る

程
度
書
き
な
れ
た
印
象
を
与
え
る
。
ト
チ
（
栃
）
、
山
と
い
っ
た
語
句

か
ら
山
林
の
領
主
支
配
を
示
す
山
札
が
連
想
さ
れ
る
。
遣
跡
の
性
格
に

つ
い
て
は
掘
建
て
柱
建
物
跡
の
方
位
の
規
格
性
や
規
模
か
ら
一
般
の
集

(19) 

落
で
は
な
く
、
平
賀
氏
と
の
結
び
つ
き
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期

に
平
賀
氏
の
一
族
が
追
跡
所
在
地
「
津
堀
」
の
旧
称
と
い
う
津
守
郷
を

領
有
し
て
い
る
こ
と
が
「
平
賀
家
文
書
」
に
見
え
る
の
で
そ
う
し
た
想

定
は
首
肯
さ
れ
る
。

次
に
陸
奥
国
の
富
沢
遺
跡
で
は
第
七
七
次
調
査
区
の
方
形
竪
穴
状
遺

構
か
ら
三
点
の
木
簡
が
出
土
し
、
う
ち
一
点
の
片
面
は
「
三
斗
三
升
」

と
釈
読
さ
れ
る
。
隣
接
地
区
の
発
掘
成
果
と
対
照
し
て
こ
の
附
近
が
有

力
者
の
館
跡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
年
代
は
一
三
＼
一
四

世
紀
と
さ
れ
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
一
四
号
）
。
方
形
竪
穴
状
遺
構
か
ら

中
世
の
木
簡
が
出
土
す
る
の
は
珍
し
く
、
全
国
で
も
洲
崎
遺
跡
と
本
遣

跡
だ
け
で
あ
る
。
洲
崎
追
跡
の
遺
構
は
約
七

m
x
五

m
の
規
模
で
、
闘

茶
札
を
含
む
木
簡
三
点
、
珠
洲
焼
甕
、
曲
物
底
板
な
ど
が
出
土
し
た
。

富
沢
迪
跡
の
出
土
遣
構
の
規
模
は
約
四

m
x
三

m
で
、
イ
ネ
、
ト
ウ
ガ

ン
、
ソ
バ
、
ミ
ツ
バ
等
の
多
く
の
種
子
類
が
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ
る
。

釈
読
さ
れ
た
一
点
の
も
う
片
面
は
連
綿
体
の
平
仮
名
と
思
わ
れ
、
種
子

札
と
み
ら
れ
る
。

今
泉
城
跡
は
前
述
の
富
沢
迫
跡
木
簡
出
土
地
の
東
方
約
五
km
に
位
置

す
る
中
世
城
館
跡
で
あ
る
。
第
二
次
調
査
で
堀
の
一
四
ー
一
五
世
紀
の

堆
積
層
か
ら
五
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
う
ち
四
点
は
一
括
の
呪
符
、

一
点
は
表
裏
に
「
口
舅
の
口
」
と
記
さ
れ
た
札
で
あ
る
（
「
木
飾
研
究
』

第
八
号
）
。
こ
の
追
跡
は
追
構
の
変
遷
が
わ
か
り
、
南
北
朝
期
に
堀
を

め
ぐ
ら
し
た
城
館
と
し
て
整
備
さ
れ
、
室
町
・
戦
国
期
は
迫
構
が
少
な

く
な
る
と
さ
れ
る
。
出
土
木
筒
も
、
文
意
は
解
釈
で
き
な
い
が
一
四
世

紀
代
の
可
能
性
が
あ
る
。

一
本
柳
遺
跡
は
前
述
し
た
舟
場
遣
跡
の
東
方
一
四
km
に
位
置
し
、
同

じ
く
鳴
源
川
左
岸
に
所
在
す
る
。
木
簡
は
二
本
の
溝
か
ら
付
札
各
一
点
、

井
戸
か
ら
呪
符
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
二
本
の
溝
の
年
代
は
一
三
世

紀
か
ら
一
四
世
紀
に
収
ま
る
。
付
札
の
一
点
は
一
対
の
刻
み
が
あ
り
墨

書
は
釈
読
さ
れ
な
い
。
一
点
は
上
端
か
ら
一

Cm
ほ
ど
下
に
紐
を
か
け
た

痕
跡
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
、
表
裏
に
墨
書
が
あ
り
一
面
の
み
「
二
斗

□

ロ
ロ
」
と
釈
読
さ
れ
る
。
呪
符
が
出
土
し
た
井
戸
は
戦
国
時
代
か
ら
近

世
の
始
め
こ
ろ
と
み
ら
れ
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二

0
号
）
。
こ
れ
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ら
の
付
札
二
点
は
大
型
の
屋
敷
を
囲
む
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
恐

ら
く
こ
の
地
の
領
主
屋
敷
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
ニ
―
-
・
一
四
世
紀
の
木
筒
を
出
土
し
た
迫
跡
は
限
ら
れ
て
い

る
が
、
多
く
が
地
域
の
領
主
や
荘
園
支
配
と
関
係
を
持
っ
た
遥
跡
か
ら

出
土
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
富
沢
遺
跡
や
一
本
柳
遺
跡
出
土
の

三
斗
三
升
、
二
斗
口
の
付
札
も
恐
ら
く
種
子
札
と
し
て
俵
に
付
け
て
勧

農
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
体
に
墨
書
の
書
き
ぶ
り
は
し
つ

か
り
と
し
て
き
て
お
り
、
い
ろ
は
歌
や
漢
字
の
習
書
な
ど
も
み
ら
れ

る
。
闘
茶
や
将
棋
な
ど
の
遊
芸
も
少
し
拡
が
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
出
土
遺
跡
相
互
の
位
置
関
係
を
見
る
と
、
手
の
上
遺
跡
ー

洲
崎
遺
跡
ー
盤
若
台
遺
跡
、
観
音
寺
廃
寺
跡
—
手
取
清
水
遺
跡
、
舟
場

遺
跡
ー
一
本
柳
逍
跡
、
富
沢
遺
跡
|
ム
r
泉
城
跡
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
一

0
k
m

前
後
の
距
離
で
連
絡
す
る
追
跡
が
あ
る
。
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

れ
ら
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
事
由
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
本
調

査
の
対
象
と
な
る
道
路
敷
の
線
形
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
恐

ら
く
当
時
の
陸
路
や
水
路
な
ど
の
交
通
路
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
木
簡
の
出
土
遺
跡
が
集
中
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
程
度
の
距
離
で
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
の
背
景
に
鎌
倉
幕
府
や
地
頭
・
御
家
人
の
存

在
が
う
か
が
え
る
の
は
当
面
大
楯
遺
跡
と
手
取
消
水
遺
跡
に
限
ら
れ
る

が
、
各
遣
跡
の
規
模
や
そ
の
他
の
出
土
遺
物
か
ら
見
て
、
い
ず
れ
も
有

力
な
領
主
の
拠
点
と
意
義
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
特
徴
は
第
一
に
木
簡
を
出
土
す
る
遺
跡
の
数
が
格
段
に

多
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
平
地
居
館
の
堀
か
ら
の
出

土
例
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
る
。
第
二
に
秋
田
県
の
脇
本
城
跡
、
山
形

県
の
亀
ヶ
崎
城
跡
な
ど
大
型
の
城
郭
で
多
数
の
木
簡
が
出
士
し
、
し
か

も
釈
読
で
き
る
資
料
が
増
え
る
た
め
内
容
理
解
が
可
能
と
な
り
、
こ
う

し
た
城
郭
に
お
け
る
日
常
、
も
し
く
は
戦
時
の
生
活
が
生
き
生
き
と
復

元
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
文
字
は
片
仮
名
書
き
の
も
の
は
姿
を
消
し
、

世
俗
的
な
木
簡
で
は
優
美
な
平
仮
名
草
書
体
が
主
流
と
な
る
。

最
も
多
く
出
土
す
る
の
は
や
は
り
笹
塔
婆
で
、
ま
ず
こ
の
時
期
の
仏

教
木
簡
を
県
ご
と
に
見
て
み
よ
う
。

福
島
県
の
荒
井
猫
田
遺
跡
第
一
三
次
調
査
で
は
、
町
跡
地
区
と
館
B

の
間
の
旧
河
川
か
ら
呪
符
＿
―
-
点
、
大

8
如
来
の
尊
号
を
中
心
と
す
る
笹

塔
婆
（
断
片
も
含
む
）
四
五
点
が
出
土
し
た
。
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
二

号
、
二
三
号
）
。
そ
の
後
の
第
一
七
次
調
査
で
も
こ
の
河
川
の
続
き
を

検
出
し
、
そ
う
し
た
笹
塔
婆
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
共
伴
土

師
質
土
器
か
ら
一
五
世
紀
代
と
さ
れ
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
六
号
）
。

ま
た
館
B
区
内
の
一
五
世
紀
代
と
み
ら
れ
る
区
画
溝
か
ら
「
バ
ン
ア
ビ

ラ
ウ
ン
ケ
ン
」
（
大
日
真
言
の
一
部
）
と
記
し
た
笹
塔
婆
一
点
が
出
土

し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
三
号
）
。
主
郭
を
囲
む
障
子
堀
か
ら
第
一
四

4
 
一
五
・
一
六
世
紀
の
様
相
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次
調
査
で
「
バ
ン
大
日
如
来
」
を
主
と
す
る
笹
塔
婆
―
二
点
、
第
一
五

次
調
査
で
同
様
の
笹
塔
婆
二
点
が
、
第
一
六
次
調
査
で
は
「
大
日
如
来
」
、

「
十
方
仏
土
中
」
な
ど
と
記
し
た
笹
塔
婆
四
点
が
出
土
し
た
（
『
木
簡
研

究
j

第
二
三
号
、
二
六
号
）
。

次
に
安
子
島
城
跡
で
は
一
六
世
紀
の
外
堀
土
橋
北
側
か
ら
柿
経
五
点

（
法
華
経
）
が
出
土
し
た
。
ま
た
南
A
迫
跡
は
地
元
で
先
達
屋
敷
と
呼

ば
れ
、
熊
野
先
達
大
祥
院
か
そ
れ
に
関
係
す
る
館
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
る
が
、
堀
か
ら
呪
符
や
「
バ
ン
大
日
如
来
」
の
笹
塔
婆
が
多

数
出
土
し
た
。
南
古
館
追
跡
で
も
堀
か
ら
呪
符
一
点
、
笹
塔
婆
「
バ
ン

大
日
如
来
」
四
点
、
「
南
無
薬
師
如
来
」
一
点
が
出
土
し
て
お
り
、
後

者
は
下
部
に
穿
孔
が
―
つ
あ
る
。
相
馬
氏
一
族
岡
田
氏
の
居
館
と
推
定

さ
れ
る
泉
平
舘
跡
で
も
堀
か
ら
バ
ン
一
字
を
記
し
た
下
部
に
穿
孔
の
あ

る
笹
塔
婆
一
七
点
が
出
土
し
た
。

次
に
宮
城
県
の
洞
ノ
ロ
逍
跡
は
中
世
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
大
規
模

な
領
主
の
平
地
居
館
で
、
第
一
次
調
査
の
溝
で
頭
か
ら
溝
中
に
倒
れ
こ

ん
だ
状
態
で
七
本
卒
塔
婆
と
横
木
、
竹
枠
な
ど
が
一
括
出
土
し
、
そ
れ

と
は
別
の
溝
か
ら
も
完
形
の
七
本
卒
塔
婆
と
木
枠
、
屋
根
が
出
土
し
た
。

後
者
の
溝
は
東
西
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
規
模
な
敷
地
を
コ
の
字
型
に

囲
む
も
の
で
、
内
部
に
は
小
さ
な
建
物
（
堂
か
）
が
検
出
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
遺
構
は
大
体
一
五
世
紀
後
半
前
後
と
み
ら
れ
、
七
本
卒
塔
婆
に

(21) 

よ
る
七
七
日
供
養
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

中
野
高
柳
遺
跡
で
は
東
西
五
五
ー
六
0
m
南
北
六
0
m
の
中
世
の
屋

敷
の
南
側
堀
か
ら
「
[
]
施
主
」
と
記
し
た
木
札
が
出
土
し
た
。
新

田
遺
跡
で
は
第
五
次
調
査
と
第
六
次
調
査
で
堀
か
ら
小
型
の
五
輪
塔
婆

の
頭
部
一
点
と
笹
塔
婆
「
力
大
日
如
来
」
一
点
、
他
未
詳
一
点
が
出
土

し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
二
）
。
報
告
者
は
そ
の
追
構
を
大
溝
と

呼
ん
で
い
る
が
、
機
能
的
に
は
堀
で
あ
ろ
う
。

松
島
の
瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
で
は
東
西
一
五

m
南
北
五

m
深
さ
二

m
の

凝
灰
岩
礫
護
岸
一
部
切
石
積
の
池
か
ら
多
数
の
笹
塔
婆
が
出
土
し
た
。

伴
出
陶
器
類
は
一
五
世
紀
後
半
と
さ
れ
、
笹
塔
婆
も
そ
れ
以
後
一
六
世

紀
ま
で
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
八
七
点
が
図
化
さ
れ
、
大
部
分
が
大
日
如

来
の
尊
号
を
含
む
も
の
で
、
そ
の
他
キ
ャ
カ
ラ
バ
ア
一
三
点
、
南
無
阿

弥
陀
仏
の
六
字
名
号
三
点
が
あ
っ
た
。
全
体
の
う
ち
二
点
だ
け
に
為
書

き
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
ク
志
為
也
」
、
「
キ
ャ
カ
ラ
バ
ア
父
為
也
」

(22) 

と
記
さ
れ
て
い
た
。

岩
手
県
で
は
仙
人
西
迫
跡
、
中
畑
城
跡
、
向
中
野
館
追
跡
で
中
世
後

期
の
平
地
居
館
の
堀
か
ら
笹
塔
婆
が
出
土
し
て
い
る
。
内
容
は
そ
れ
ぞ

れ
「
バ
ン
大
日
如
来
」
を
主
と
す
る
八
点
、
「
キ
ャ
カ
ラ
バ
ア
」
一
点
、

「
南
無
」
の
字
が
判
読
で
き
る
一
点
他
一
点
計
二
点
の
笹
塔
婆
で
あ
る
。

堀
の
年
代
は
い
ず
れ
も
一
五
、
一
六
世
紀
に
入
り
、
笹
塔
婆
以
外
の
木

簡
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
。

青
森
県
で
は
大
光
寺
新
城
跡
迫
跡
と
浪
岡
城
跡
で
堀
か
ら
の
出
土
が

み
ら
れ
る
。
大
光
寺
新
城
跡
遣
跡
で
は
第
四
次
調
査
で
主
曲
輪
と
北
曲

輪
の
間
の
堀
の
一
部
が
検
出
さ
れ
柿
経
六
五
点
（
法
華
経
）
が
出
土
し
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た
（
「
木
簡
研
究
』
第
二

0
号
）
。
第
五
次
調
査
で
は
大
量
の
木
製
品
が

同
じ
堀
か
ら
出
土
し
、
墨
書
の
あ
る
も
の
は
「
バ
ン
始
知
衆
生
本
交

生
」
の
字
が
判
読
さ
れ
る
卒
塔
婆
一
点
、
「
十
月
十
四
」
と
書
か
れ
た

卒
塔
婆
一
点
、
笹
塔
婆
三
点
（
一
点
は
「
キ
リ
ー
ク
」
、
二
点
は
五
輪

塔
形
）
が
あ
り
、
墨
書
の
な
い
碑
伝
四
点
が
堀
東
側
の
土
留
め
と
し
て

(
8
)
 

使
わ
れ
て
い
た
。
浪
岡
城
跡
で
は
北
館
の
北
西
辺
堀
か
ら
完
形
の
光
明

真
言
札
一
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
八
号
）
。

山
形
県
で
は
大
南
遺
跡
の
方
形
区
画
の
北
堀
と
東
堀
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

和
歌
を
記
し
た
呪
符
一
点
、
「
十
八
日
観
世
菩
薩
」
と
記
し
た
下
部
に

穿
孔
の
あ
る
笹
塔
婆
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
飾
の
年
代

は
一
五
世
紀
と
み
ら
れ
て
い
る
。

秋
田
県
で
は
本
堂
城
跡
の
堀
か
ら
三
点
の
笹
塔
婆
が
出
土
し
た
。
報

疸‘

告
書
で
は
檜
扇
と
さ
れ
る
力
う
ち
二
点
が
釈
読
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ロ

折
羅
大
将
」
、
「
口
宮
口
羅
／
大
口
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載

は
薬
師
如
来
の
脊
属
十
二
神
将
の
尊
号
で
あ
り
、
品
名
は
笹
塔
婆
で
あ

る
。
な
お
別
に
東
北
部
の
堀
か
ら
「
十
三
仏
」
と
釈
読
さ
れ
る
笹
塔
婆

一
三
点
が
出
土
し
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
一
号
）
。
十
三
仏
笹
塔
婆
は

青
森
県
の
新
城
平
岡
（
四
）
遣
跡
で
も
自
然
流
路
か
ら
多
数
出
土
し
て

い
る
が
、
層
次
的
な
年
代
は
不
明
と
さ
れ
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
（
「
木

簡
研
究
」
第
二
五
号
、
二
九
号
）
。

岩
倉
館
跡
の
発
掘
調
査
で
は

m郭
の
井
戸
か
ら
「
大
霊
追
善
供
養
口

大
菩
提
突
/
[
]
文
」
と
釈
読
さ
れ
る
卒
塔
婆
が
出
土
し
た
。
四
つ

に
割
ら
れ
て
お
り
意
図
的
に
井
戸
に
投
入
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る。
脇
本
城
跡
で
は
お
念
堂
地
区
の
包
含
層
か
ら
卒
塔
婆
類
ニ
ー
点
が
出

土
し
た
。
共
伴
国
産
陶
磁
器
か
ら
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半

ま
で
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
大
型
の
板
塔
婆
や
二
＼
三

m
も
の
長
さ
の

あ
る
角
塔
婆
な
ど
も
あ
っ
た
。
大
型
品
は
護
岸
施
設
（
法
留
エ
）
の
横

木
や
杭
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
は
恐
ら
く
墓
地
か
ら

集
め
ら
れ
て
廃
棄
、
再
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
「
木
簡
研
究
」

第
二
七
号
、
二
八
号
）
。
な
お
出
土
卒
塔
婆
の
う
ち
一
点
が
、
「
高
野
山

金
光
院
過
去
帳
」
に
記
さ
れ
る
秋
田
湊
城
主
湊
尭
季
の
法
名
「
鉄
船
庵

大
虚
洪
廓
庵
主
」
に
よ
っ
て
「
奉
為
大
虚
廓
」
と
釈
読
変
更
さ
れ
た
の

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
法
牌
の
上
字
（
系
字
）
を
略
す
当
時
の
法
名

表
記
に
か
な
っ
て
お
り
、
首
肯
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
時
期
多
く
の
城
館
か
ら
笹
塔
婆
を
主
と
す
る
仏

教
木
簡
が
出
土
し
、
そ
の
尊
号
は
主
に
バ
ン
（
大
日
如
来
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
城
館
の
う
ち
、
寺
院
や
堂
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
の
は
七
本

卒
塔
婆
の
出
土
を
み
た
洞
ノ
ロ
遺
跡
だ
け
で
あ
り
、
多
く
の
城
館
に
つ

い
て
は
館
内
の
排
水
と
共
に
小
さ
な
笹
塔
婆
が
堀
に
流
れ
込
ん
で
堆
積

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
澤
典
彦
氏
は
こ
う
し
た
笹
塔
婆
の
出
土
に
つ

い
て
正
月
行
事
と
し
て
の
仁
王
会
に
際
し
て
造
立
さ
れ
た
と
す
る
見
解

(26) 

を
示
し
て
い
る
。
笹
塔
婆
の
造
立
を
領
主
屋
敷
内
部
の
宗
教
行
事
と
関

連
付
け
る
見
方
は
首
肯
さ
れ
る
が
、
中
世
後
期
に
な
っ
て
い
っ
せ
い
に
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各
城
館
で
仁
王
会
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
笹
塔
婆
造
立
の
目
的
を
記
し
た
資
料
は
伝
世
品
を
除
き
瑞
巌
寺
境

内
遺
跡
出
土
品
だ
け
だ
が
、
そ
の
為
書
き
に
は
「
志
為
也
」
、
「
父
為
也
」

と
あ
り
追
善
供
蓑
の
為
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
城
館
に

お
い
て
も
同
様
な
ケ
ー
ス
は
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
自
己
の
救

済
、
逆
修
の
た
め
の
も
の
も
混
じ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
大
型

の
卒
塔
婆
の
出
土
例
は
笹
塔
婆
と
は
全
く
異
な
り
、
城
館
の
堀
か
ら
は

あ
ま
り
出
土
せ
ず
、
脇
本
城
の
例
の
よ
う
に
主
と
し
て
寺
院
・
墓
地
に

お
け
る
追
善
供
養
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
こ
の
時
期
の
世
俗
的
な
木
簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
よ

う
や
く
文
書
木
簡
が
多
く
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
注
目
さ

れ
る
。
青
森
県
の
十
三
湊
遣
跡
の
第
七
六
次
調
査
で
一
五
世
紀
中
ご
ろ

の
井
戸
の
枠
部
材
に
「
之
身
口
候
／
事
と
申
と
て
候
（
花
押
）
」
と
い

う
記
載
が
見
つ
か
っ
た
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
二
号
）
。
こ
の
木
簡
は
書

き
止
め
に
奉
書
文
言
を
含
む
消
息
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
内
容
は

わ
か
ら
な
い
が
仮
名
ま
じ
り
消
息
の
草
案
と
み
ら
れ
る
。

山
形
県
の
延
徳
寺
遣
跡
は
中
世
の
屋
敷
の
遺
構
が
あ
り
、
二

0
一
三

年
の
発
掘
調
査
で
中
世
の
区
画
溝
か
ら
墨
書
板
が
出
土
し
た
。
私
案
に

よ
れ
ば
「
さ
て
も
ら
し
／
つ
る
と
の
口
／
行
を
[
]
」
と
片
面
に
書
き
、

も
う
片
面
は
三
行
程
度
の
墨
書
が
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
文
意
は
取

れ
な
い
が
書
状
の
案
文
の
可
能
性
が
あ
る
。

宮
城
県
の
大
古
町
遺
跡
で
は
井
戸
か
ら
完
形
の
法
度
が
出
土
し
て
い

る
（
「
木
簡
研
究
』
第
二
五
号
）
。
大
古
町
遣
跡
は
伊
達
植
宗
が
天
文

一
七
年
(
-
五
四
八
）
隠
居
し
た
丸
山
城
の
城
下
町
で
、
こ
の
木
簡
が

出
土
し
た
井
戸
の
近
く
の
別
の
井
戸
か
ら
縦
三
引
両
文
の
漆
片
口
椀
も

出
土
し
て
い
る
の
で
、
大
体
一
六
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
写
真
に

よ
る
私
案
で
は
次
の
よ
う
に
釈
読
さ
れ
る
（
判
読
で
き
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
空
欄
で
示
し
、
改
行
は
原
本
の
ま
ま
）
。

法
度

と
う
ち
ゃ
う
よ
り
い
と
ま
を
あ
い

う
け
す
た
く
を

さ

い

き

ら

い

な

く

か

、

い

ふ

し

お
よ
お
ふ
共
ち

□口
也
、

ー
ヘ
し
も
口
事
候
ハ
ヽ
、
と
を
す
へ

か
ら
さ
る
事
、

右
こ
の
む
ね
そ
む
き
候
ハ
ヽ
、
き
ふ
く

そ
の
さ
た
あ
る
へ
き
者
也
、
仇

如
件
、八

月

十

日

（

花

押

）

充
分
に
釈
読
で
き
ず
、
文
意
が
通
じ
な
い
が
、
一
っ
書
き
部
分
の
最

後
が
「
通
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
と
解
釈
で
き
る
と
す
れ
ば
、
通
行
や
関

所
な
ど
に
か
か
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
冒
頭
の
一
文
は
「
当
町
（
城
）

よ
り
暇
を
相
受
け
ず
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
検
討
の
余
地
が
大
き
い
が
、
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定
型
的
な
禁
制
三
か
条
と
は
異
な
る
平
仮
名
ま
じ
り
の
文
書
で
あ
る
。

屋
外
に
さ
ら
さ
れ
て
浮
き
字
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
木
簡
が

実
際
に
掲
示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
で
は
圭
頭
状
の
札
に
「
客
」
と
書
い
た
も
の
、

正
方
形
の
板
の
角
に
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
、
三
、
四
と
書
い
た
も
の
が
出
土

(”) 

し
て
お
り
、
闘
茶
札
と
さ
れ
る
。
十
＿
―
-
湊
迫
跡
で
も
―
ニ
ー
次
調
査
で

一
端
に
「
ウ
」
（
客
の
略
）
と
書
い
た
も
の
が
あ
り
（
も
う
一
端
に
も

字
が
あ
り
、
判
読
不
明
）
こ
れ
ら
も
闘
茶
札
の
可
能
性
が
強
い
と
指
摘

さ
れ
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
八
号
）
。

脇
本
城
で
は
前
述
の
お
念
堂
地
区
の
調
査
地
で
付
札
や
墨
書
折
敷
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
ず
付
札
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
納
一
斗
二
升
」
、

「
納
一
斗
五
升
」
、
「
納
一
斗
七
升
」
と
書
か
れ
た
三
点
が
あ
る
（
裏
面

は
未
釈
読
）
。
物
品
の
内
容
最
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
程
度
の

最
を
記
し
た
木
簡
に
は
、
前
述
の
洲
崎
遺
跡
出
土
の
一
斗
二
升
の
付
札

が
あ
り
、
ま
た
兵
庫
県
の
宮
内
堀
脇
迫
跡
や
隣
接
す
る
入
佐
川
遺
跡
で

は
一
斗
五
合
か
ら
一
斗
五
升
と
記
し
た
六
点
の
付
札
が
出
土
し
て
い
る

（
「
木
簡
研
究
」
第
一
八
号
）
。
宮
内
堀
脇
遺
跡
は
戦
国
期
山
名
氏
の
此

隅
山
城
下
の
武
家
屋
敷
で
、
片
面
の
み
に
記
さ
れ
た
文
面
は
「
正
月
壱

斗
五
合

□□
太
郎
」
、
「
正
月
米
壱
斗
五
升
九
郎
三
郎
」
な
ど
と
記

載
さ
れ
て
お
り
、
月
ご
と
に
百
姓
が
米
を
納
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
脇
本
城
出
土
付
札
も
こ
う
し
た
毎
月
分
の
米
を
記
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
一
斗
か
ら
一
斗
五
合
と
い
う
単
位
は
俵
に
し
て
は
や
や
小
さ
く

別
の
形
だ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

次
に
折
敷
の
う
ち
二
点
は
そ
れ
ぞ
れ
「
浄
八
十
枚
枚
」
、
「
浄
廿
枚
々
」

と
釈
読
さ
れ
る
（
『
木
簡
研
究
」
第
二
七
号
）
。
前
者
は
桝
の
底
板
と
さ

れ
る
が
、
隅
切
で
あ
り
、
小
型
の
折
敷
で
あ
ろ
う
。
釈
文
も
検
討
を
要

す
る
が
、
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
折
敷
が
同
一
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を

表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
奈
良
市
の
法
華
寺
旧
境
内
か
ら
「
法
花
寺
常

住
四
十
枚
之
内
」
と
記
さ
れ
た
折
敷
片
が
出
土
し
た
（
「
木
飾
研
究
j

第
四
一
号
）
。
恐
ら
く
脇
本
城
出
土
の
折
敷
も
「
浄
」
と
略
さ
れ
る
寺

院
な
ど
の
も
の
で
「
枚
之
内
」
と
い
っ
た
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
類
推

さ
れ
る
。

最
後
に
亀
ヶ
崎
城
跡
は
、
城
の
中
心
部
に
位
置
す
る
現
在
の
山
形
県

立
酒
田
東
高
校
の
建
物
部
分
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
三
八
点
も
の
木
簡
が

出
土
、
報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
三
一
号
）
。
一
六
世
紀
か

ら
一
七
世
紀
初
頭
の
退
構
面
が
検
出
さ
れ
、
中
世
木
簡
の
最
終
時
期

の
様
相
を
う
か
が
う
の
に
充
分
な
遣
跡
と
い
え
る
。
包
含
層
出
土
の
木

簡
も
多
い
が
、
各
層
は
上
下
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
資
料
的
に
使
え

る
。
こ
こ
で
は
一
六
世
紀
代
の
様
相
を
示
す
特
徴
的
な
も
の
い
く
つ
か

を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。
ま
ず
紀
年
木
簡
は
二
点
あ
り
、
天
正
一
―
―

年
(
-
五
八
四
）
の
付
札
は
木
組
み
の
溝
か
ら
出
土
し
、
表
裏
に
「
な

ま
り
玉
千
／
天
十
二
八
月
廿
一
日
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
慶
長
五
年

（
一
六

0
0
)
の
付
札
は
土
坑
か
ら
出
土
し
、
表
裏
に
「
な
ま
り
玉
武

千
入
百
分
／
慶
五
七
月
三
日
志
駄
修
理
亮
殿
」
と
記
さ
れ
る
。
後
者
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は
百
づ
つ
小
分
け
に
さ
れ
た
鉄
抱
の
玉
二
千
の
梱
包
に
付
け
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
城
用
鉄
抱
の
玉
と
す
る
と
か
な
り
大
き
く
重
い
可
能
性
が

あ
り
、
恐
ら
く
丈
夫
な
木
箱
な
ど
に
詰
め
て
混
載
さ
れ
輸
送
さ
れ
た
荷

札
と
考
え
ら
れ
る
。
志
駄
修
理
亮
は
当
時
東
禅
寺
城
代
（
亀
ヶ
崎
城
の

旧
称
）
で
自
分
の
居
城
に
鉛
玉
を
送
っ
て
い
る
。
同
じ
土
坑
の
下
層
か

ら
表
裏
に
「
輪
嶋
さ
う
め
ん
一

□□
口
／
七
月

□七
日
小
ま

□口
」
と

釈
読
さ
れ
る
付
札
が
出
土
し
て
い
る
。
能
登
輪
島
名
産
の
索
麺
を
送
っ

た
荷
札
と
み
ら
れ
る
が
、
釈
読
は
私
案
で
は
梱
包
の
「
か
わ
こ
」
、
荷

主
の
「
小
ま
つ
殿
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
す
な
わ
ち
加
賀
小
松
城
主
（
村

上
頼
勝
か
丹
羽
長
重
）
が
輪
島
索
麺
一
皮
籠
を
送
っ
た
際
に
付
け
ら
れ

た
荷
札
と
解
釈
さ
れ
る
。

ま
た
A
区
包
含
層
の
最
下
層
か
ら
「
村
井
殿

□
高
畠
」
と
釈
読
さ

れ
る
短
冊
形
の
刻
書
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
私
案
に
よ
れ
ば
宛
所
の

脇
に
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
の
は
脇
付
の
「
ま
い
る
」
で
、
書
状
の
封

紙
上
書
に
相
当
す
る
木
簡
で
あ
る
。
同
様
の
木
節
が
福
井
県
の
一
乗
谷

朝
倉
氏
迫
跡
の
堀
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
『
木
簡
研
究
」
第
一
―
号
）
。

前
田
利
家
の
重
臣
高
畠
氏
が
同
じ
く
重
臣
の
村
井
氏
に
宛
て
て
送
っ
た

書
状
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
前
田
利
家
は
天
正
一
八
年

（
一
五
九

0
)
I
 

0
月
庄
内
か
ら
見
崎
山
を
通
っ
て
仁
賀
保
に
陣
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
前
後
に
随
行
し
た
重
臣
間
で
書
状
の
や
り
取
り
が
な

さ
れ
、
立
寄
り
先
の
こ
の
城
で
廃
棄
さ
れ
た
と
想
定
す
る
。

そ
の
他
遣
構
の
年
代
は
特
定
さ
れ
な
い
が
溝
や
土
坑
か
ら
闘
茶
札
や

将
棋
の
駒
が
出
土
し
、
ま
た
包
含
層
か
ら
も
「
お
ち
ゃ
」
と
墨
書
し
た

付
札
も
出
土
し
て
お
り
、
中
世
遊
芸
の
世
界
を
引
き
継
い
で
い
る
。
以

上
亀
ヶ
崎
城
跡
出
土
の
一
六
世
紀
代
と
思
わ
れ
る
木
簡
に
つ
い
て
言
及

し
た
が
、
取
り
上
げ
た
木
簡
の
中
に
は
加
賀
や
越
後
の
武
将
に
関
係
す

る
も
の
が
み
ら
れ
、
織
豊
期
城
郭
の
歴
史
性
を
体
現
し
て
い
る
。
ま
た

城
郭
中
心
部
の
百

m
に
も
わ
た
る
調
査
区
か
ら
出
土
し
た
木
簡
三
八
点

の
中
に
は
笹
塔
婆
や
呪
符
な
ど
中
世
の
宗
教
木
簡
に
相
当
す
る
も
の
が

無
く
、
す
べ
て
が
付
札
、
折
敷
・
曲
物
墨
書
な
ど
世
俗
的
な
木
簡
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
中
世
の
堀
や
井
戸
が
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
城
郭
内
の
宗
教
行
事
の
変
容
が

う
か
が
え
る
。

な
る
べ
く
多
く
の
事
例
を
紹
介
し
た
か
っ
た
た
め
大
変
細
か
く
な
っ

た
が
、
中
世
の
各
時
期
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て
大
ま
か
な
分
類
・
構
成

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
東
北
地
方
出
土
中
世
木
簡
の
特
徴
は
や
は
り

笹
塔
婆
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
木
簡
に
あ
り
、
ま
た
折
敷
・
曲
物
墨
書
と

い
う
日
常
簡
便
な
素
材
の
利
用
、
闘
茶
札
や
将
棋
の
駒
、
中
世
後
期
に

広
く
現
わ
れ
る
文
書
木
簡
な
ど
世
俗
的
な
木
簡
に
も
注
目
さ
れ
る
。
地

域
的
な
特
色
に
つ
い
て
は
、
笹
塔
婆
の
多
さ
と
呪
符
の
少
な
さ
な
ど
が

あ
る
が
、
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
今
後
の
課
題
で
も
あ

お
わ
り
に
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註
(
l
)
最
初
の
成
果
と
し
て
「
草
戸
千
軒
ー
木
筒
一
ー
」
（
広
島
県
草
戸
千

軒
逍
跡
調
査
研
究
所
一
九
八
二
年
）
が
あ
り
、
水
藤
真
「
木
箭
・
木

札
が
語
る
中
世
」
（
東
京
堂
出
版
一
九
九
五
年
）
と
石
井
進
氏
の
業

組
が
あ
る
。
後
者
は
「
石
井
進
著
作
集
第
十
巻
中
世
史
と
考
古
学
・

民
俗
学
』
（
岩
波
書
店
二

0
0
五
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(
2
)
以
下
引
用
す
る
＿
―
-
上
喜
孝
氏
注

(
8
)
（9
)
（14)
（29)
文
献
参
照
。

(
3
)
「
松
川
迫
跡
大
日
前
遺
跡
ー
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
石
川
地
区

に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
ー
」
（
奥
州
市
文
化
振
興
財
団
奥
州
市
埋
蔵

文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
ニ

0
一
六
年
）
。

(
4
)
「
荒
川
2
逍
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
（
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
一
九
九
七
年
）
。

(
5
)
「
手
の
上
遺
跡
ー
広
域
河
川
改
修
工
事
（
既
川
）
事
業
に
係
る
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
j

（
秋
田
県
教
育
委
員
会
二

0
二
0
年）。

(
6
)
「
荒
田
目
条
里
遺
跡
」
二
八
四
ペ
ー
ジ
第
二
五
表
荒
田
目
条
里
遺

跡
出
土
木
節
一
覧
参
照
（
（
財
）
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

二
0
0
一年）。

(
7
)
「
日
本
仏
教
民
俗
基
礎
資
料
集
成
」
第
六
巻
元
興
寺
極
楽
坊
VI
六
二

ペ
ー
ジ
（
中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
七
五
年
）
。
な
お
藤
澤
典
彦
執

筆
「
事
典
墓
の
考
古
学
」
「
木
製
卒
塔
婆
」
の
項
参
照
（
吉
川
弘
文

館
二

0
一
三
年
）
。

り
、
全
国
的
な
理
解
を
深
め
た
い
と
思
う
。

(
8
)
古
代
の
折
敷
墨
書
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
俄
式
と
の
関
係
か
ら
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
三
上
喜
孝
「
古
代
地
方
社
会
に
お
け
る
儀
礼
・
饗

宴
と
記
録
簡
ー
折
敷
を
転
用
し
た
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
「
国
史
学
」

ニ
ー
五
号
二

0
一
五
年
。

(
9
)
三
上
喜
孝
「
峰
吉
川
中
村
遺
跡
出
土
片
仮
名
木
箭
に
つ
い
て
」
「
峰

吉
川
中
村
迫
跡
」
（
秋
田
県
教
育
委
員
会
二

0
一
六
年
）
。

(10)

一
九
七
九
年
―
二
月
四
日
付
「
山
形
新
聞
」
記
事
。

(11)
「
舟
場
迪
跡
ほ
か
」
六
三
ペ
ー
ジ
（
宮
城
県
教
育
委
貝
会
一
九
九
七
年
）
。

(12)
「
三
本
木
町
の
板
碑
j

二
九
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
三
本
木

町
教
育
委
員
会
一
九
九
一
年
）
。

(
1
3
)河野
浜
知
郎
「
遊
佐
大
楯
遺
跡
と
鎌
倉
—
「
小
鎌
倉
」
を
求
め
て
ー
」
、

飯
村
均
・
八
重
樫
忠
郎
「
大
楯
遺
跡
再
考
ー
遣
物
と
遣
構
か
ら
ー
」
「
歴

史
手
帖
」
第
二
四
巻
一

0
号
一
九
九
六
年
。

(14)
三
上
喜
孝
「
東
北
地
方
の
闘
茶
札
と
鎌
倉
」
「
中
世
寺
院
の
姿
と
く

ら
し
ー
密
教
・
禅
僧
・
湯
屋
ー
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
二

0
0

二
年
）
。

(
1
5
)「
洲
崎
逍
跡
—
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
浜
井
川
地
区
）
に
係
る
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
ー
」
四
五
九
ペ
ー
ジ
（
秋
田
県
教
育
委
員

会
二

0
0
0
年）。

(16)
三
上
氏
前
掲
注

(14)
文
献
。

(17)
伊
豆
俊
祐
「
盤
若
台
遺
跡
出
土
い
ろ
は
歌
木
箭
の
再
検
討
」
「
秋
田

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
j

第
三

0
号
、
二

0
一
六
年
。

(18)
前
掲
注

(17)
伊
豆
氏
論
文
。
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(19)
「
東
北
横
断
自
動
車
道
秋
田
線
発
掘
調
査
報
告
書
」
＞
手
取
消
水
遺

跡
（
秋
田
県
教
育
委
員
会
一
九
九

0
年）。

(20)
「
仙
台
市
史
j

特
別
編
7
城
館
一
七
九
ペ
ー
ジ
（
仙
台
市
二

0
0
六
年
）
。

(
2
1
)「洞
ノ
ロ
迫
跡
—
第
一
次
・
ニ
次
•
四
次
・
五
次
・
七
次

·
1
0
次

発
掘
調
査
報
告
書
ー
」
第
一
冊
本
文
編
(
-
)
（
仙
台
市
教
育
委
員

会
二

0
0
五
年
）
。

(22)
「
瑞
巌
寺
境
内
遣
跡
新
宝
物
館
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
」
（
瑞

巌
寺
二

0
0九
年
）
。

(23)
「
大
光
寺
新
城
跡
迫
跡
（
第
四
・
五
次
発
掘
調
査
）
」
（
平
賀
町
教
育
委

員
会
一
九
九
九
年
）
。

(
2
4
)「県
指
定
史
跡
本
堂
城
跡
—
本
堂
城
跡
整
備
第
一
次
三
か
年
計
画
に

基
づ
く
調
査
報
告
—
」
二
六
ペ
ー
ジ
（
秋
田
県
仙
北
郡
美
郷
町
教
育

委
員
会
二

0
0
七
年
）
。

(25)
「
脇
本
城
跡
ー
総
括
報
告
書
ー
」
三
九
六
ペ
ー
ジ
（
秋
田
県
男
鹿
市

教
育
委
員
会
二

0
一
三
年
）
。

(26)
前
掲
注

(
7
)
藤
澤
典
彦
氏
文
献
。

(27)
前
掲
注

(14
）
一
―
-
上
氏
文
献
。

(28)
「
寸
錦
雑
編
」
所
収
十
月
二
十
三
日
付
前
田
利
長
書
状
「
加
能
古
文
書
」

八
四
三
ペ
ー
ジ
（
金
沢
文
化
協
会
一
九
四
四
年
）
。

(29)
三
上
喜
孝
「
酒
田
市
亀
ヶ
崎
城
跡
出
土
木
簡
」
「
亀
ヶ
崎
城
跡
第
4
.

5
次
発
掘
調
査
報
告
書
」
（
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

二
0
0
九
年
）
。
な
お
鶴
ケ
岡
城
の
近
世
以
降
の
土
取
り
穴
か
ら
も

闘
茶
札
が
出
土
し
て
い
る
（
「
木
簡
研
究
」
第
二
八
号
）
。
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